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英語の冠詞体系の指導過程

一実。験授業による検証一

町田佳世子

Teaching the English Article System: 
An Analysis of Experimental Lessons at a Junior College 

Kayoko MACHIDA 
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外国語教育としての英語教育に携わる人々にとって，英語教育の目的が英語でのコミュニケー

ション能力の形成であることに大きな意見の対立はない。しかしその自的を達成するためのアプ

ローチは様々である。特に文法教育に関しては，文法教育という領域そのものを不要とするもの

から，独立した領域が必要とするものまで，その中間に様々な程度での必要性を主張するものを

含めてきわめて多岐にわたっている (Stern1992 : 140 -142)。それらの主張を詳しく検討する

ことは他の機会にゆずり，本稿では文法教育を，言語的コミュニケーシヨン能力を構成する複数

の能力の 1つである文法能力 (Bachman1990 : 84-88)を形成するための独立した領域とする

立場に立つことだけを述べておく。

現行の文部省学習指導要領もまた平成10年及び111年に改訂された中学校・高校学習指導要領

も，言語活動を中心とした授業の中で言語材料(文法もこの中に含まれる)を教えていくという

内容になっている。文法教育を独立した領域とし，取り立てた指導が言語的コミュニケーション

能力の形成に必要だと考えるのではなく，昔話活動に必要な隈りにおいてその都度関連する

材料を教えていこうとする立場である。その学習指導要領のもとで作成された教科書をみてもそ

の意閣が反映されているのがわかる。

その結果どのようなことがおこっているのだろうか。黒川 (1979)はそのために教科書の内容

が詰め込みになっていること，また菅野 (1983)は 1つの体系である言語を系統的に教えるこ

とができなくなっていることを指摘している。程調の指導も例外ではない。本来冠詞はいくつか

の単語(最も典型的には the，仏引からなる体系(言語自体を 1つの体系とするなら下位体系)

をなしている。従ってそれぞれの項目を 1つ1つ切り離して教えていては，冠詞体系金体の中で

のそれぞれの冠詞の位置がわからない。そのため，なぜある場面では品も theも可能なのか，別
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の場面では Gではなく theが義務的なのかなど，捜数の冠語の中から lつを選択する規準がわか

らず，コミュニケーションの場において適切な使い分けができないことになってしまう O

本稿は，文法の体系を反映した教育内容が，学習者の認識形成過程の佼説に従って指導される

新たな文法教育の編成をめざして，その 1部となる冠詩体系を取り上げたものである。まず既存

の指導内容を検討し，次に悲調体系の指導の教育内容と)11員序構造に関する理論的考察を行なう。

そこで得られた指導過程の仮説を具体化した授業プランを実践し，その結果を分析することによ

り，指導過桂についての理論的仮説を検証し，今後の課題を明らかにしていく。

1.冠詞指導の先行研究の検討

言語活動に必要な眠りで言語材料を扱う現在の中等英語教育では，言語が持つ体系牲を反映し

た文法指導は行われにくい。冠詞も例外ではなく，中学校教科書では a(n)，theのほとんどの用法

が l年生で導入されるが，その導入の)11買序に何か体系的な配慮があるというよりも，各レッスン

で扱う本文に新しい用法がでてくるたびに「これこれのときに使うJのような説明があるだけで
ある。 Theとιの用法を対比したりまとめて取り上げているページもない。学習指導要領の言語

材料の中に冠詞が含まれていないので，教科書作成者も十分な関心を払わなかったのかもしれな

いが，このことは英語という言語における話調の重要性，ひいては英語でのコミュニケーション

における冠詞の適切な使用の重要性が十分認識されていないことの現れだと考える。

教科書や学校の授業で十分に扱われなくても，少しでも英語に接すると冠詞は頻繁に表れる。

最近のコーパス言語学における研究で，冠詔 theの生起の頻度は，書き言葉話し言葉を関わずあ

らゆるジャンルで第 1位 aもジャンルごとに 2-8位であることが明らかになっている (Moon

1999)。授業での扱いの不十分さのため，学留者の中にはほとんど冠訴に誌意を払わなくなるも

のもいるが，少しでも関心を持てば，授業で教えられたことではとうてい説明がつかないことに

気づく O そこで，文法書や参考書により妥当な規期を求めることになる。英語の場合，文法の解

説書は数多くあり，その中で冠詞を取り上げているものも少なくない。中学校・高校教科書での

競詞の扱いの詳細な検討とは別に，ここでは先行研究としてそのような文法解説書の lつであり，

窺認 theの説明に関して高く評傭できる内容をもっ大西・マクベイ (1995，1998)を取り上げた

し、。

大西・マクベイ (1995，1998)では，theの意味 (1998では theのイメージ)を「ただ1つ(複

数形のときはただ 1つのグループ)に決まるJとし，様々な theの用法はこの 1つの原則からで

てくるのだと述べている (1995: 14)。そして次に，どのような場合に「ただlつに決まるJの

かを，

1)文眠から

2)連想が働いて

3)その場の状況から

4)常識的に

5)共通の知識から

にわけで説明する(1995: 15-20) 1)。これら 2つのことから theとaの違いは，theがlつに決

まる場合に用いるのに対し，。は 1つに決まらない場合に用いることがわかる。大西・マクベイ

(1998)では，さらに， r 1つに決まるJという原則が，theがもっ「強調jにつながっていると
して，
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(1) (大西・マクベイ 1998: 253) 

a. Red wine is th巴drinkto go with cheese. 

b. Shiatsu massage is the remedy for stress. 

のthedri悦 togo with cheese， the remedy for stressの「これしかないJr最も適したjというニュア
ンスを説明している。

彼らの説明が優れている点は 2つある。 1つめは教育内容に関することで，教科書や他の文法

警が， r聞き手と話し手がどのものについて述べているのかわかる場合Jr特定されている場合j
にtheを用いるとだけ述べているのに対し，大西・マクベイ (1995，1998)は，なぜ特定されて

いると話し手も開き手もわかるのかという問題まで踏み込んで説明している2)。

なぜ「特定されているとき theを使うjという説明では不十分なのだろうか。例えば，ガレー

ジで友人があなたにこう言ったとする。

(2) Pass me血eh担盟主.1:.please. 

たとえこの発話の前にあなたがガレージにハンマーがあることに気づいていない，従って特定さ

れていないとしても， (2)のtheの使用は適切である。

またある殺人事件の裁判で証拠として 1本のナイフか1是示され，検察官が次のように言ったと

する。

(3) a. This is a knife which was used in the murder. 

b. This is thεknife which was used in the murder. 

全く同じ状況の下で(3a)(3b)とも正しい発話である o しかし「特定されている場合に theを

使うJのであれば，呂の前に壁かれた特定のナイフについて言っているのだから the初約だけ
が正しいのではないだろうか。 (2X3)の例は， r話し手と聞き手がどのものかわかるjとか f特定
されているJというあいまいな表現では，theの用法を説明したことにはならないことを示して

いる。大西・マクベイ(1995，1998)は，このような不十分な概念ではなく，共有集合さえ決定

すれば真理条件的に決まる特性で theの用法を説明しようとしているのである。

大西・マクベイ (1995，1998)が優れた解説である 2点目は，指導過程のレベルで，theのも

つ唯一的指示と共有集合に指示対象が存在しているという 2つの特徴のうち，前者を大原則とし，

後者は「なぜIつに決まるのかjを判断する基準として構成している点である。 r1つに決まるj
という規尉さえ理解すれば，いちいち「ーの場合は theを使うjと覚える必要はなく 1つに決

まるのかどうかをその場その場の状況で判断していけばいいとする。きわめて簡潔な展開である

といえよう。

このように大商・マクベイ(1995，1998)は， r特定されているものJというレベルにとどま
らずに教えようとしていること，また theの意味論的特性と語用論的特性を区別して教材構成を

行っているという点で高く評価されると考える。しかし，教育内容についていくつかの間題点が

あると思われるので，主要な点について検討していくことにする。

第1の問題として，theの意味を r1つ(複数の場合は 1つのグループ)に決まるjのように
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唯一性の概念で捉えていることである。いくら「援数の場合は 1つのグループjのように唯一性

の概念を拡張したとしても，やはり唯一ということばのもつ単数牲はぬぐいきれないだろう。

Lyons C. (1999: 10-11)が指摘するように

(4) (Lyons， C. 1999・10(28a.)) 

W巴'vejust been to seεJohn race. The Qu巴巴ngav巴outth三prizes・

もし(4)のprizesが1-3位までの 3種類だとすると，prizesで表されるもののグループは，かな

らずしも 1-3f立すべてのtrizesとは限らない。 1位と 2位の prizesのこともあり， 2 {立と 3位

のtrizesのこともある O したがって名詞が複数の場合は 11つのグループjには決まらないので

ある O

また theがmassとして用いられた名詞と生起する(5)の場合，

(5) (Lyons， C. 1999: 10 (28b.)) 

Wewεnt to the local pub this lunch time. Thεy've started chilling the b巴er.

j夜イ本である beerを 11つのもの，または 1つのグル…プJと言えるかどうかという問題もある。
このように，ひとつという概念では複数や massの場合を一貫して説明することはできない。

Theの意味を適切に表す概念は，唯一性ではなく，包括的な指示，言い換えれば総体への指示

であろう (Hawkins1978)。唯一性は，包括性と名詞の単数性の組み合わせの結果生じる，総体

への指示のもとの下位原則 (sub-regularity) (Hawkins 1991 : 409)にすぎないのである。

2つめの問題は aとtheだけを取り上げていることである O 確かに aとtheは典型的な冠調

であるけれど，それ以外にもゼロ冠詞と呼ばれる音形のない冠認や，強勢のない some{sm] など，

a， theと全く向じ統語的位置に生起し機能するものがある O これらとの関連を明らかにしなけれ

ば冠詞という体系を習得し，状況に応じた冠語の選択ができるようにはならない。

大西・マクベイ(1995)は，名諦の count/massの区別のセクションで無冠詞と Gと対比させ

ているが，ここでの焦点はあくまでも名詞がcountとして使用されているかmassとして使用さ

れているかであり，冠諦の対立ではない。これらのことから大西・マクベイ(1995，1998)によ

る冠詞の教育内容は，冠詞体系の 1部分だけを扱ったものだと言えるだろう O

2.冠語体系の構成要素と構造

話調を体系として捉え教育内容に皮映していくためには，冠詩体系がどのような構成要素を持

ち，それらがどのように関係づけられているのかを考察する必要がある。 Theと叫が冠調体系の

構成要素であることは疑いがないが，本稿では， chesterman (1991)に依拠し，それ以外に強勢

のない some{sm]と2麓類の音形のない冠認を含め 5つの構成要素からなるとする立場をとる O

強勢のない someを体系に組み入れる理由は，

(6) a. I've just bought a melon 

b. I've just bought !:lom巴melons.

c. ? I'vεjust bought melons. 
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(6a)の品仰lonの複数に対応する形式が(6c)のmelo削ではなく， (6b)のsomemelonsであること，

すなわち数量的な文肢において aの複数相当語句は zero冠詞ではなく so仰であることが挙げら

れる O

音形のない 2種類の冠諦とは，Sue has al附 :yspreferred C~グee 初 tea の Sue と生起する null 冠詞

とcoffee，teaと生起する zero冠訴である O もし音形のない冠認を 1つしか認めないと，Sueも

c~グee も~ Sue，手coffeeと向じ形式を持つことになり，前者が定(definite)で後者は不定(indefinite)

という不都合が生じてしまう (Chesterman1991 : 46) 0 またもし罰有名詞に冠詞は生起しないと

すると， (7a) (7b)は，

(7)a. A Sally Dean phoned you this morning. 

b. The Sally Dean 1 know is a student of Sydney University. 

国有名詞が普通名詞化したため冠詞と共起できると説明することになるが，そうすると英語には

間有名詞のおlかDeanと普通名詞のお均 Deanがあることになり，これも不都合である

(Huddleston 1984 : 231) 0 これらのことから音形のない冠詞を 2種鎮認定することの意義が示

される O

次にこれらの 5つの冠認がどのように対立したり統一したりしながら関係づけられて冠詞体系

を構成しているのかを， Hawkins (1978， 1991)及びChesterman(1991) に基づいて考察する。

その結果冠語体系は， Locatability (名詞句の指示対象の所在を話し手と開き手の共有集合に見

いだすことができるかどうか)， lnclusiveness (包括的に指示をしているかどうか)， Limited Ex-

tensivity (指示作用が及ぶ範囲に数量的な制眼があるかどうか)及びCount(countかmassか)

の4つの対立車脅からなり 5つの冠詞はこれらの対立軸に対し，十，一，::1:の 3つの催をとると考

えることができる(跨田1997)。これは次のように表される O

(8) 

Locatable lnclusive Limited extensivity Count 

zero 土 二仁

some 土 こt 十 十

a ± ± 十 十

the 十 十 + ± 

null 十 十 十

(町田 1997: 104より)

Locatable， lnclusive， Limited extensivity， Countは意味素性と考えることができる。そしてそれ

ぞれの冠詞の意味はそれらの意味素性の東としてとらえられる。例えば theは+locatable，十

inclusive，十limitedextensivity，二ccountという意味素性からなる。言い換えれば，theの意味は，

それを含む名詞勾の指示対象が，1)発話の場面や言語的文脈などをもとにして組織される話し

手と開き手の共有集合の中にあり(+ locatable) ， 2)共有集合の中での可能な指示対象のすべ
てを指示し(十inclusive)，3)指示作用が及ぶ範闘に数量的な制眼があり(十limitedextensivity)， 

4) そしてその名詞句が countの解釈を持っかどうかについては中立的，すなわち countか
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massについてはコミットしない(ごとcount) という特性の合成体である。

このように冠詞の体系を想定する理論上及び指導上の意義は 4つある。まず，定性

(definiteness)の次元を Locatability(名詞匂の指示対象の所在を話し手と開き手の共有集合に

見いだすことができるかどうか)と lnclusiveness(包括的に指示をしているかどうか)の2つの

対立軸に分析することにより，なぜ定 (definite)の場合，問題となる名認勾の指示対象が聞き

手にもそれとわかるのかが明らかになることである。前節で，特定されているというだけでなく，

なぜ、聞き手も話し手もその指示対象が特定されているとわかるのかまで教えなければ theの用法

を教えたことにならないと主張してきたが， Locatabilityとlnclusivenessの2つの対立軸を想定

することにより，その問題に答えることができる。

2つ自に，従来「喰一性Jという概念で記述されてきた theの意味を， r包括的な指示jもし
くは f総体 (totality)への指示jとしていることである O この意義は前節(4)(5)のところで述べ

たとおりである。

3つ自は，対立軸での対立の億として，十，ーだけでなく土を設定していることである。例え

ば，品を土locatable，すなわち，指示対象は共有集合の中にあってもなくてもよい，言い換えれ

ば共有集合の中にあるかどうかはコミットしていないとすることにより，

(9)a. 1 met旦professor・

b. 1 didn't buy the house because a window was broken. 

(9a)のaprofessor は-locatableである一方， (9b)のawindow は+locatableで、あるおという言語事

実に対応でき，またごl:inclusiveにすることにより， Mや制のような言語事実とも整合する O

(10) (Huddleston 1984 : 252より)

Well， actually，三PhニD.student in our dep呂rtmentis currently writing a thesis on it. 

(11) (Rouchota 1994 : 461より)

(話し手と潤き手があるパーテイに出席している o また彼らは，共通の知り合いで横領の前科のあるJo何回

もそのパーティ会場にいることに気づいている o 聞き手の妹にそのJonesが言い寄っているのを見た話し手は)

A convicted embezzler is flirting with your sist巴r.

Mは，a Ph. D. student in our departmentの指示対象がその学部にいる博士課程の学生すべてで

あっても，すなわちその学部に樽士課程の学生が1人しかいない場合でも使うことができる。こ

の場合 theを使わなかったのは 1人であることが「今の問題にとって密接な関係があると話し

手は考えないため，その情報を単に怯えなかったJ(Huddleston 1984 : 252) という語用論的要

因が作用したためである。 (11)は，本来は下線の名詞句の指示対象は，話し手と聞き手にとって

Jonesに特定されているので theco仰 ictedembezzlerとなるはずだ、が，theによって今話題にしてい

る人物がまさにJonesその人であることにコミットしてしまうことをさけるなど対人関係的な考

慮が働いた結果 aが選択されている。 Aの意味を-inclusiveだけにしてしまうと(10Xn)のような

言語事実が説明できなくなってしまう4)。
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このように ιがこl:::locatable，土inclusiveであるとすると，十locatable，十inclusiveという the

と共通の特性を持つことも可能になり，定性に関して Gとtheの違いは何かという疑問が起こる

かもしれない。しかし aが土locatable，土inclusiveであることこそ theとの最も大きな違いで

ある。すなわち，the は指示対象が+!ocatab!e，十inclusiveであり，かっそのことを開き手に伝

える意図があるときだけ使用することができるのに対して aは，その 3つの条件のうちどれか

一つでもあてはまらないときに使用されるのである。

4つめは， Limited extensivity (指示作用が及ぶ範囲に数量的な制限があるかどうか)の轄で

the，仏 someを昔形のない冠認と対立させることによって，これら 3つの冠詞が共通の特徴を持

つことを明らかにしている点である。音形のない2種の競詞はどちらも共起する名詞の表すクラ

ス(種類)そのものを指示するのに対し，the，仏 someの場合は，焦点がクラスそのものから数

量的なものに移る (Quirket al. 1985 : 275)。このことにより，なぜ、(l2b)が容認できないのか明

らかになる。

(12) a. These shoes且remade of leather. 

b. 'These shoes are made of some leather. 

以上の点から， (8)のような冠謂の体系を想定することは，理論的にも した説明を可能にす

るだけでなく，指導という点からも従来の指導では答えがなかったり，扱いきれなかった問題を

扱うことができるようになるのである。

最後に Locatabilityの軸に関する重要な概念である話し手と開き手の共有集合が，どのように

組織されるのかを見ておこう o Hawkins (1978)は，共有集合を組織する要因を 5つに分類した。

その分類を，発話の場面と言語的文脈にわけで再分類すると次のようになる。

同 /名語句内の後置修飾匂(関係詞節，前霞調匂など)…a

首語的文脈によって / 

鰍哉される場合 ¥¥  一一日一一語義的前方照応、 …b 
¥以前の発話--=:::::こ土

一一~一一一連想、による照応、 …C 

/直接的場面
発話の場面によって ./' 

組織される場合 ¥¥  
¥より広範な場面(どこで誰と話しているのか)

(13)a-e は(l4)a-eに対応する。

…d 

...e 

(14) a. What's wrong with Bill? Oh. the woman he went out with last night was nasty to him. 

b. Fred was disεussing an inter巴stingbook in his class. 1 wentωdiscuss 生三h盟主 with him 
afterwards. 

C The man drove past our house in a car. Theεxhaust fumes were terrible. 

d. Pass me t主豆長盟主主1.please. 

e. I'll see you in生金主的 tonight.
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言語的文脈によって共有集合が組織される場合 (a，b， cの場合)を言語文脹的用法，場面によっ

て共有集合が組織される場合 (d，eの場合)を場面的用法と呼ぶことにする。

3削指導過程の基本構造

前節で検討したように，冠詞体系は 5つの要素が4つの対立軸で対立したり統一したりする構

をもっO この体系が教育内容に投影されることによってはじめて，それぞれの冠詞の意味を理

解し状況に適切な使い分けをするという目標が達成されると考える。しかし，その教育内容が学

習者の認識形成の過程に沿わない順序で提示されるのならこの目標を達成することはできない。

この節では，学習者による冠詞体系の認識を可能にする指導過程を考察する。

まず冠詞体系の指導がどのような認識を前提とし，冠詞体系の学習がどのような文法カテゴ

リーの学習の前提となるのかを簡単に考察し，冠詞体系の指導が扱う範囲を決める。そうして範

囲が決まった教育内容をもとに指導過程の仮説をたてる。

冠認は単数名詞とも複数名詞とも生起する O また countとして使用された名詞とも， massと

して使用された名詞とも生起する。冠調とあらゆる名詞との共起関係を一貫して扱うには，名詞

の数の対立及びcount/massの対立の基本的認識が前提となる。 The，a， some， zero冠諦の Countの

軸での対立は，名詞の count/massの対立の指導の擦に，明示的にではなくても組み込まれるこ

とになるので，冠詞体系の指導では必ずしも扱わなくてもよいだろう O

次に冠詞の総称的用法と替われているものを考えてみよう。 (15a)では zero冠詞， (I5b)はa，

(15c)では theが使用されている O 従ってこれらは冠認の用法の 1つとして扱われることが多い。

(15) a. Whales arεmammals. 

b. A whale is a mammal. 

c. The whale is a mammal. 

しかし同のいずれの場合も，名諮勾 whales，a whale， the ωhaleそのものが総称的なのではない。

このことは，同じ名詞匂が

位。 (b，c はBurton-Roberts1976 : 427) 
a Our children enjoyed watching whale~ along the Pacific coast of Vancouver. 

b. A whale struck the ship. 

C The whale struck the ship. 

では，どれも非総称、的に使われていることから明らかである。このことから，冠詞が総称的用法

という特別な用法を持つのではなく，文に一定の文服特性が加わったとき，総材、用法としての働

きをも担いうる(安井1978:217-8)のであるから，総材、照法は冠詩体系の範囲を超えた問題で

ある O 従って，冠詞体系の指導に組み込むのは適切ではない。ただし，闘の whales，a whale， the 

whaleという名詞匂が総称、的な解釈を持ちうるのは，話語の本来的意味が総称的解釈を許すから

であり，冠詞体系の指導で扱う冠詞の意味もそのことを念頭においたものでなければならない。
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総称、表現の指導は冠詞体系の理解を前提として行われることになるだろう。

名詞匂は後置修飾勾・節を伴っている場合がある。後援修飾句・節には，

住カ (Huddleston 1984 : 261) 

a. a girl with red hair (前置詞匂)

b. the man who stole the silver (定形(finitε)の従属節)

C the man working in the garden (非定形 (non-finite)の従属節)

d. a poem full of alliteration (形容詞匂)

e. the opera Carmen (名謁句)

があるが，これらの後置修飾句・節は theの後方照応の用法の際に話し手と開き手の共有集合を

設定する機能がある。従って側のいずれかの用例を指導の際に組み入れることになるが，そのた

めには，それらの構造体の学習が前提になるだろう。中等教育で最も早い段階で導入されるのは

前置詞匂による後置修飾であるので，その後であれば theの後方照応の用法は十分扱える。

最後に Gが+locatable， + inclusiveの値をとる(1似11)の様な場合を扱うためには，量の格率，て
いねいさの原理などの語用論的原理の知識が必要になる。また この用法は決して結諦 Gの一義

的な用法というわけではない(前出注4)0 このため少なくとも冠詞体系の指導の基礎的な段階

で扱うべきではないし，あるいは語用論的知識を形成する領域の開題となるのかもしれない。

冠詞体系の指導の教育内容の範囲が， Locatability， Inciusiveness， Limited Extensivityの3つの

軸であることが決まったので，次はその指導過程について考察する。 3つの対立軸のうち，

LocatabilityとInciusivenessは定性 (definiteness) に関する対立軸としてLimitedExtensivityと

は別のまとまりをなしている。従ってこれらの2つのまとまりは指導過程においても別々に扱う

必要があると考える O

ではどちらを先に扱うのが学習者の認識形成の過程に合致するのだろうか。別々に扱うという

ことは，一方を扱う持もう一方の軸を固定しておくこと，すなわち，その段階では閤定している

特性についてふれないということである O 定牲を間定してLimitedExtensivityの車訟で5つの冠認

を対立させると次のようになる O

(18) + Limited extensivity : the， a， some 
対

-Limited extensivity : null冠詞， zero冠詞

これを教えるとすれば，the，仏 someは指示しているものに数量的な制限があるという共通の

特性を持ち， null冠諦と zero程調はどちらもその制眼がない，すなわちクラス全体を指示する

ことができるという共通の構造を持つことを教えることになる。これでは，冠詞体系の指導の最

初に学習者になじみのない概念である null冠詞と zero冠謡がいっぺんにでてくることになり，

また theとGが異なる意味を持つという学習者の素朴な認識とも整合しない。

では LimitedExtensivityを間定するとどうなるだろうか。

仰やdefinite: the， null冠詞



40 教育学部紀委第79号

対

-definite:仏 some，zero冠認

同だと，奇形を持つ theと仏 someの対立がはっきりするが，音形の無い 2種類の冠詞も混じり

あっていでわかりにくい。そこでLimit巴dExtensivityを十に固定したよで，定性の対立を見ると

次のようになる。

位。~十definite : the 

十limitedextensivityくこ 対

¥-definite: a， some 

ここでは， r指示対象の範囲に数量的な制限があるJ3つの冠詞 the，a， someを，そのことにはふ
れないで定性に関して対立することを教えることになる。次にこのまとまりに Limitedextensiv-

ityの対立を取り入れると，

(21) ./'" + definite : the 

十limitedextensivity <ご対

立す 、、、 -definitε: a， some 

-limited extensivity : zero冠詞， null冠調

定性に関しては異なる性質を持つ 3つの冠詞 the，仏someが LimitedExtensivityについては同じ

性質を持っていて，音形のない冠詩(特に zero冠詞)と対立していることが明らかになる O

zero冠認と null冠調の定性での対立は今回の設業プランでは扱わないが，冠詞体系の指導過程

全体としては，この後に位置づけられると考える。

このように冠詞体系の指導過程の大枠は，十limitedextensivityでの定性の対立 (the対仏 S仰 w)

→Limited extensivityの対立 (the，ιso腕対 zero(null)) 5)→一limitedextensivityでの定性の対

立 (null対zero) となる。

次に定性を構成する LocatabilityとInclusivenessの2つの対立軸の}I蹟序構造を考察する。ここ

で扱う 3つの冠認の意味の違いで最〆も重要なのは，theが総体を指示するのに対し(+inclusiv日)， 

a， someは，語用論的原理が特にはたらかない限り，部分を指示する(ーinclusive) ことである。

この Inclusivenessの軸での対立を理解することが thι仏so例 6の意味の理解の第 1歩であり，ま

た最も重要なステップと考える。また Locatabilityは総体を指示しているかかどうかを判断する

擦にその意義が明らかになる概念なので，総体への指示を知らないで学習しでもその本貿を理解

できない。従って指導過程は，まずInclusi venessの対立を扱い，その理解を前提として Locataゅ

bilityを扱うことが適切と考える。

Locatabilityを扱う際は，総体への指示の総体の大きさを決めるもととなる，開き手と話し手

が発話の時点で共有している，もしくは共有することが可能な知識の集合である共有集合がどの

ように組織されるのかを理解すること，そして名詩句の指示対象がその共有集合に存在するかど

うかによって，どのような冠認の選択が行われるかを理解することに焦点が置かれる。

ここまでの指導過程が，次の節で検証する授業プランのどの部分と対吃、しているのかを簡単に



英語の冠詞体系の指導過程 41 

示しておきたい。まず、冠調体系の指導は，定性を扱うまとまりとLimitedExtensivityの対立をあ

っかうまとまりに分かれるが，それぞれが授業プランでは， r英語の程調が使えるようになろう
その 1: the， a， someの使い分けJと f英語の冠詞が使えるようになろう その 2 見えなくて

開こえない冠詞iに対応する。

定性を扱う fthe，a， someの使い分けjでは，まずInclusiveness(総体への指示かどうか)の

対立 (the対 a，some)が，質問 lと練習問題1-3に具体化されている。総体への指示かどうか

で対立するのは，常に十locatableの場合であるので，問題となる共有集合を鹿接場開的十前量

調勾による後霊修飾匂によって構成した。

次に， Locatabilityの対立 (the，a， some対 a，some)に進むのだが，まず共有集合がどのように

組織されるかについて，場面によって共有集合が組織される場合を質問2と練習問題4で，また

言語的文脈によって組織される場合を質問3で、扱った。その後で+locatableだ、が一inclusive(the， 

a， so仰のいずれも可能だが総体への指示という点で theが不適切な場合)を費関4で，また-

locatable (a， someしか使えない)の場合を質問5で扱い，theは常に locatableであるのに対し，

a， someは土locatable という対立を示した。

Limited extensivityでの the，a， someとzero冠詞との対立は後編の『見えなくて聞こえない冠

詞jの費問 1と問題1及び練習問題1-3によって具体化した。

Null冠詞の導入については，今留は導入を見送り，冠詞体系の指導の第2段階ともいえる機

会に扱うことにした。その布石として，国有名詞がa，theと生起する場合を扱い，国有名詞が冠

詞と生起することを自然に受けとめられるよう，授業プランでは fBill?A Bill Smith? The Bill 

Smith?Jというパートを設けた。

4.実験授業による検証

前節でたてた指導過程の仮説は，授業プランに具体化されることによってはじめて検証される。

従って，授業プランを作成するにあたって，その検証が信頼性のあるものであるよう，指導過程

の仮説を費問や練習問題などにできるだけ正確にまた直諜的に反映することを心がけた。またた

だ例文を与えて規期にまとめるようなやり方ではなく，学習者が絵や文脈づけられた例文を手が

かりに自ら規制を発見できるようにするなど教材構成にいくつかの工夫をした。

この授業プランを，短大の 2年生で，英文法の単位を再履修している 6人を対象に実施した。

その際 1週1コマ90分の授業を 3逓関にわたって行った。授業はその文法の授業を担当する教

員にお願いした。授業の様子をテープに録音したもの，授業の後の感想文，また授業時聞に雪討す

したハンドアウトを笛収し，分析を行った。

4. 1 授業プランの内容と解説

4. 1. 1 r英韻の冠調が使えるようになろう その1: the， a， someの償い分けJ
費問1

器調 theが総体を指示しているのに対し a，so仰が部分への指示をしていることを発見するこ

とがねらいである。総体の大きさを決定する共有集合が伺かわかりやすいよう，絵だけでなく

from the table，似 thebucketの表現も用いた。 Thelま「ただ lつのものjだけに使うのではないこ

とに気づくよう，複数形式の例を最初にし (flowers)，massの用法の名謁 (water)，そして単数

名詞 (car)の}II震に提示した。



教育学部紀要第79-1子42 
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練習問題し 2

質問1で発見した話認の意味をイメ…ジとして捉えられるよう，言語表現と絵を関連づけた。

総U/ltlfAl

テーブルの.101こコーヒーポット2ヒカップがおいてあります.次のように省bれたら.あ

なたMどうし家守 b¥，Mを移勾にして絡のゆにu入れて〈ださい.

。時:Couldr制抑.，鑑鹿島g晶綱初旬血a且姐'

i込Cgf¥lrug~1 
(1) 句

CouJ.l，刷凹..Ihu晶.，.句lhu皿.f coω内側pOllr銀瓜... 曲IIlnloa.且且?

i75 C&¥ ¥75 g~\ 
(3) (.f) 

白川打倒伊刷宮島掴l.Jo¥Ilktlnlo総醐具泌凶 品切M四 Ipo..，1hLo混回初愉脳血日単腿，

iru c&1 ¥ru 5~1 
4 

練習問題3

鎌田"Ill!2

下の給lit，t，lたのIlIlOです.麹ぴに来ている"の干に.次のように首うに除 9尾崎で仰
と"ったらよいでし.うか.省いて〈ださい.

(1) l棋の土の本にさbらIlいでfl. (さわるお旬、健h)

(2)紘"llIlOにある本にさbち沿いでね.

Theとaの間違った借用例のおかしさの理出を説明できるかどうかを見ることによって，the 

とaの意味の違いが理解できているか確かめることをねらいとした。質問 1とは異なった角度か

ら冠詞の意味を問う開題である。

締瞬間題3

もし次のように留うと.lIIlのtたまりからみればへんな娼じがします.Ilぜへんなのか.
どう変えたらへんではな〈たるかを奮いて〈ださい.

(1) Puuho nower (rom tho t.blo Into II憾刊純，ploue. (1ページの検で》

。)Ann・5・ぬornomb"ror制 rblllS'もsぬallloom

。)Imot・r.thorolonllormyrrl酬 d・lh旬mornlnc

(<4) Jol・.1.・tolle'lboy'" hi， dau 

開 Wum・tloltto・阿川『ぬ・ tnounlain

開 Imo¥lhep附句附 o(my tolllll， ¥111. mornlnl 

6 
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質問2と問題l

ここから練習問題5までは， locatabilityに関連した費問である。開き手と話し手が共有する

存在物の集合が，広範な場面(P.37(l3e))によって組織される場合を扱っている。ここでは，会

話が行われている町を取り上げた。さらに広範な場面には会話の参与者がもっ背景的知識も含ま

れるので，会話の場所がどこかだけではなく，だれと話しているのかも共有集合の決定に関わる

ことを問題1で示そうとした。

Theの使用の適切牲は究極的には聞き手によって決まるので，聞き手という概念が理解できな

くてはならない。質関 2-5及び練習問題6はl連のストーリーを用い その登場人物の l人と

して「あなたjを登場させ，学習者が自らを fあなたjとみなし，開き手になることで，話し手，

開き手という用語を用いなくてもその概念がつかめることを目指した。

幼・ 1こは eそとにある~市ぺてgというll'!があり11:した.そのため句 Ihtt t:fI! 
う場合.合踊をしている人向去が gそζSと1;1.feζ， ，.のかがbか・2ていな"れほ1.

H せん.bからむりれば. rl!"哨ζt.1J t.側聞されてしまいまれ
とζまでの鳩合11."'1.たが見ているぬと幼oboohRD...tbt.D皿C(P句.e"olVlllorm
幼i叫肱h瓜知""どの決震によヲ'(. ，そこに.，る~守べてSの fそζSが今見てい

る俄の・1・の"おのJ"とか.今見ているIl¥の中旬 Zバケツの・1'，ということがbかり寵
した

..・を使う"・私たち.. 何金事がかりにして，~ζにある~唱ぺて， ，どの句"で
の~哩ぺ'(，というζとがbかるのでし&うか.ζのセタ;..ンではその字削か移が何

かを見ていe堂守.

部2の告まり

震悦k"，..1I

.‘ 
¥ 

ホ句-Aステ<ltの家に11. 1"111・というあなたと例じ停で.UCIAでジャ叩タリズA
を町攻しているkの予がいま1".今Ul(休み. Alme 11 RoclwlIlIに鍋禽し.'1の小

宮治省時間紘《鵬JIIぬ他スタッフ IA)でIoltlのアルバイトをしていまt.IJiJ.たも
A.岬の測量"を'"眠うことに，.勿ました.うま〈い1.，11"，，，たの鳴いた記事が瞬測に継
るかもしれ..uん.そのためにも.Ihoとか・がちゃんと使えるようヒU色11.(-Clt. 

8 

1i11..1とがn.~lIfÞdWfJ-" 7)111・a維のオフィスにいるt.町lIt鴎"'111<で何か事綾があて，
たtいう趨舗が怯い9ました. A_. ・1主あいに〈別の敵"で1\.111'11 • そこで限集長肱

tJfl.lとをE人で殿"に符かせるζとにし*した.阪111""あなたにとう奮い復した.

質問2

どの町の怖のw が邪織に溜いましたか.なぜわかりますか.

;'1.たの考え

9 
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It開2の1111集

餓処民l:tfRødwoR の1 1:いう~1I1~禽〈使ヲてい掌i!ん.それにもIIII"'!>ず. ，，1 
似たは助・制作'y'"と聞いただ"で. "crch叫，の列I\~l::bかります.
それ11..つのことtl'Jf.lたが掬ヲているからです.1つめ紘."伝たと視線民が命
"をしている喝"， ( "lKiw鴫"という・11食事がかηにbて'そとにある~すべてSのl
fそとSが"'''聞Uだとbかるζ1:.もう Bっ11.1つの"に町震が何人いるか考
たと11.1人しかれ必いというζ/:(すべて・.1M E:御ヲていると&です.

ζの2つのζとかS.I;/.l1:;.11.銅線'"の'" fft.""がEの"のどの人のと&かt
かるのです.

開聞1

むし""1とが S<mF...副将"に作ヲて.そこのJl:i置にl7w附 .，...hnd酬織，."伽Wと
11ヲたら‘そのJl:iIll1.どこの剛引..が省軍餓にあヲたと単うでし&うか.

a惨なたの考え

11 

質問3

言語的文脈(連想的用法)によって，話し手と聞き手が共有する存在物の集合を組織する場合

を取り上げた。

質問4

A witnessの指示対象が，十locatable，-inclusiveである点は費問lと同じだが，この質詞は，

なぜ、aなのかではなく，なぜ theではないのかということを問うている。どのような時 theを使

うのかを別の角度から考えることをねらいとしている。

111‘1¥11.事らもとζうaい:kl..t.:.

縄問3

m繊(/加R御叫とU何の滋織でしょうか.:kた11('"剖，JJ~吟と紙どの量規のこ
とでし~うか. 1，ぜねかるのか‘衝いて〈ださい.

え喝のたa
 ，
 

a
 i
 質問‘
刷織終回.日噂将 t州"，*u)'t)ιつりな怠いと符うとe-. jI，Jo..剥血銘Uと?きって
い食す.t.ttt )，J盛正X盆民uとかJ恥d盆&忽組曲g と震わ"かったのか考えて
み*しよう.

仁
13 
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質問 5

話し手と聞き手の共有集合が存在しない(ーinclusive)場合であり，その場合の Gの意味 f-

のうちの 1つjの f-Jは，潜在的な指示対象すべてからなる集合(解説では f(世界中の)た

くさんある-Jとした)であることを示すことをねらいとした。

事縫製織にて

I>f$.f，とが'1俄祖loIi<の脱場に符〈と.0・省の身の人が市般の様子をe震えて〈れました.

質問S

EのJJの人1:1.IJlh'磁づいて曾たと曾うとI!. 弘a祖，_.とあなたとまわりの
人に曾いました.tJ.tr'hemfと?をbf.l.かラたのかを勾えてみg憶し.う.

r 
15 

Ih.と'I.，ome的使い分吋由曹まり.その2

，. 今臨しているものや人が『どの純l1li，にあるものや人のととか、あなたも

相手の人もわかで3ていているとftf1.IAr，.，・'''m_のどれかを使います.
1. "eの憶測Sのこ&か.会"の内智令滋賀聴をみてbわから傘いとき紙.・か
，.m，のどきらかを使います.

隙tの@.民9・'IUの・歳。を恨み会bぜるとζ.，t'l3~民't.

thc， n， somcの使い分け

(Js2O)8:l0) {Xllの舎*り》

h
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m
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練習問題4

発話の場所がどこかや聞き手がだれであるかによって， theを含む同じ名詞匂が適切であった

り不適切であることに気づくことと，その判断の根拠を表現することによって，場面の理解を確

実なものにすることをねらいとした。

練習開題ら

言語的文脈を手がかりとして共有集合が組織されるかどうかと，その共有集合にどれぐらい指

示対象が存在しているかの両方を判断することをねらいとした。



英語の冠詞体系の指導過程 47 

.8l1li，.. ".111)11' 
Þ..fltとの友人が次の.Hに!tヲた t!. そのk~ft f'Mぃτ下線のものが'どとにþ..~

~すべて抱のかJl;tl.tとに，，1>かる場合110を入れ. reζS かも際いて<f!~ぃ.そ
のための平がかりが伝〈τねからFよい嶋'Cltxを鳴いて〈ださい.

次の文~Mいたと ft iJlJ.たは.合協の'"岡I<Uから.純手のAがどの、の・どの人のζ

とを曾ねうとしているのかわかりますか.01に"らヲ吃容を鳴いて〈ださい.わかち沿
いとt!ltxf;鳴いて〈ださい.

例z相ocb，，"でIi簡を機んでい危 .4111"が》
開怖ued，吋"剛:hllu=l!，閣総開thebed. {p.i Ul験明

)( 

到底.IIl厳iぬJ!I....埼怜.....鴨川間関市。 作メリカの大統舗のζ剖

(1)¥札幌の大1I公開でn関からのIIIJ¥';容が)(dlyT河・吻幌fIi)
h側'ClIIlIl. CouI崎，岨tcll帥時制血瓜は且Disl ( 

《抑制WlllllovtlyhQuteh刷beul謹.....巴帽醐.11

)( 

ロH札幌の*n公測で11111からのIIIJ¥';曹が》
(3) Tha必Jbr，・m'吋柳欄'0，

)( 

h白鶴岡 c..o.o，側酬岡崎酬obuuIuLl ( ・

。H婚夫の鍬禽でお似たのlC摘が} 開 Lbltn.隅h河''''R1盛岡
【》【

C納阿M句"蜘川肱版協同roblKU .( 

t・)¥1.1111・命保3院の会喝で.総まるのを仰ヲていると111席"のひとりが》
(Sl I倒的削除lnlhon.hocl 刊e除ID1If1il1師 hl.h

【》【

11...抑蹴剣血且w陸;1' ( 

(6}(l;fs.t.との恕で..U..，曾んがあ11.1.とに3
州削除d恥雌，1M.間同"が { 

(6) n，t則h鴨1ralU鱒mw棚.'"尚舗仰'1"醐IMp
)( 

刊，.欄..恥副雌民凪鎗四Il1wilhmy柚 ""11$1内側

。)(2I.t犯のζとを予測した援鵬紀司院で》
w.剣山・kc，..“‘6・欄'・2凪脇雌& ( 

。H濯をS除いているt.J陽tら"い人がIJts./'とEζ》
BKcul'軍側、加制阿醐馳晶，，1 ( 

(I) I依!U11向''''盟臨h醐 delnSwを1聞加担
《】時

12 18 

練習問題6

この練習問題は，今まで冠詞について学習したことを用いて，記事を書くという言語活動をす

るために設定した。 1つめのさ芝構は，場面的用法の theで質問 2と関連している。 2つめは，連

想、によるの共有集合でかっそこに可能な指示対象がいくつあるのかを意識しなければならない。

3つめの空欄は，絵を場面と考えればその場面の中にある複数の木のうちの 1つであり，新聞の

読者の立場からすれば共有集会の存在しない場合である。これは質問 4，5と関連している。 4

つめの空欄は，連想による共有集合で総体への指示 5つめは，連想、による共有集合の l部分を

指示するケースである。

.11陶磁‘
ぁtl~lt. 京般を包・院した"の人かも聞いた厳司~.いでメモしました.メモの内.，1‘

泊、IJ:tt討を姥，唱し 3 の，をとね"・ ISI': ，，!'I怖を刈成~Uて <l!.tJ “・

ひもぜも rum 
Mnyor in Accidont 

llillDII'"判別Ifl.制吋'nrfl(Itr.匂:¥wsII.w醐刷出I¥lmlill Rt:llfn即 dcnlwl、出 h

W拠旬d目yi"稼5・4 ) IbIII銅lornI舗.'( 

州制開IYClII問。rrhi旬I::IU'附dhea明 twrlintn( 】hiU.in創

かみ合
ho・fllco附{ ). 110 broko{ .a 略a" 

開mw w
 
t
 

弘》

110¥・eriou・'yl胴Ijurod

:(幹百?
争制:こ山ぬ

19 20 
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応用問題

従来「唯一のものには theをつけるjと説明されてきた themoo伐 thesunなどの例を使って，

唯一性は相対的な概念であり，どの範菌でそれが唯一なのかを見極めなければ正しい冠詞の選択

はできないことに気づくことをねらいとしている。

1li1ll1ll11's 

，t，bA怜唱のR問司t:'"4".

fJ;Alゃ"に同どうし"(山・・..・山t!mltnllのように品"がヲ〈のですか.

，. 1111"とか，.mftnnというバい)/11.絶叫し/Jいのでし.うか.1

:);.，，;を"''-';.:'1 金惨 ~I二.司1\ 1 1I)'~i: I) と筑震のðlt')~筒、て.このA健司?のnrlに終

えて〈ださい.

あるお 1:'全州でI割聖人の F どbが.本'成人tl~'Hに.それぞれの"に鰻紛

に符伐~(11"'"恥"を藩ヲたの11いつかと機いています.

"l.~:Wf' nr附附則 pn'時胸拘 tbo..moon

a時剛It."刑事11rt'lly，，"r，.町向，

P"，rth 

俳句，lA.:¥V伊rlfllt柳川Imd>!!"，・・.m脚"
"も剛11.11酬"制蜘1，..，，"，調.. 

Jllloih.t 

ー

Alt 宅 ..n問に 114'~らあ"先制財布

21 
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4. 1. 2 r英語の冠調が使えるようになろう その2:見えなくて聞こえない冠詞i

質問 1と問題l

Zero冠認の導入である。なぜa，some theが積類について述べることができないのかを考える

ことにより zero話調が麓類について述べていることを発見することをねらいとした。種類と

いう概念を理解することも含まれている。

Men and Women 

'"予'"やヂバ--l.q， ー(>のA I1，，0Þrに次のようf.拠採がaちるのU!Iとこ t: "t~
6t魅いU.

円
〕

門
ハ
]鴨1問2

争イレ由人り1II':'j.fJ.tf AWωsAN.!lOH沼WOJlIN，TII腿¥fOll聞のようえt表
糸が忽い岬でし~うか.それぞれの怠味を考えて‘ t.ぜかをmいて〈ださい.

1 ‘11 ‘1 
，.唱槌A"IIM""1
10 1 10 

I T111 I 

1 H胤. 1 

10 

ATTfHflONI 例えIffk終，という縄闘を拠す地合.その縄織の・1・に"/ヒ〈さんの
S誌の人たちが~*ftているので. .ωI~聞のように臨徴"にf，ることを忘れずにね.

Women 

問題t 

WhA'刷剛M・dU)'tIIllike?
ζ う聞かれたら ~/~t:.の宵え隠・，

llike 町一一一一切叩-'

*に./}II.たが健一，/と以%のU~(" 凶m・， Ihe， φ 【ゼロ潟絢"でを，い〈っかw
t:fI¥・'，.それぞれの息時を考えて〈ださい.

Ilik. __  

I Uko 一句一一一

3 

'宅問2のMI!!
トイレcr>nlf;lt.kt事側か?JItJIIかを紙紛噌るこt:t.:!1'Jが日的です.1ヒl:A.IAIsI1>I
トイレでも.A'JtIに 'k'色E人111.とか "Jt色IAJUJ l::1:lPlぃτI;I;J*'U...
集絹で "wpm伺周令膚削.nといえば ICMJf.'1・." k怜のゅのE人J I U限界中
17))')肢の・1・の'̂ 'という<<'1でした.トイレ.，/暗示にわざねぎ.1(侵掠・3・の1k 
伐の中の'入JII，と向<+::.I!ω"uuん. Hmt' "'ø，"~"や 10"'0"'01111 r (庚界
中の1kl1:， "恨のうちの日111，という鹿嶋どし. t1!o ""0""'''，防."'0，，11. rその
碕問にいるkt金滞， '11色摘すべて，という傘時Uので‘どIIbトイレの拠爺として渇切

とliilA. *匂ん.

kftとかYJ悦など枚目'1町議懇だ吋を車す場合にI~. どのような穏
跨が使bれるのでしょうか.

むう 11. "1'¥-の入りIlqH暗示を見て〈ださい.

口
WfUlI'..ft'や .. 聞にU~tJ.4At.)い 'CIlhように思!.l*.唱が.ζの1Il0bff<'".，Uと"

い、フ~"附こえ"‘ 1:\1..\/.tい'“"が，，~と~えることがでU:I ・ ζの巡純金i!o
au..と勾ぶことにし，.し.う.1亀?のot.nむです.ここで111-1に11.えるように@のM
'1.，健ヲてd唱すことにιます'.I!ヲて.won，.Nと9・HIlNIま.
..細則"開
...民.
という脂1.1J(thU"C市.

トfレcr)A"1Iに."'0"視"とIlIUIその係"に絡している^"もだれでらどうぞ.
と11ヲていることに"ります.

2 

間期 2の筋線

問えば崎、め，が11ftだとし，.しょう.Iかめ'tUIU使ヲて脅すに11..t"rl'" 
.om.. 'IIrtfcoll， Ih..lllrlw.lho IlInko. ~ I!lrlh!. 11.どがあ勿ますt;a. <.'仰“おという
潟測定，"り'"すが...噛，という縛鮒棺危ぐさんのかめの製まりですから. _.断定加

と拘飽mにします. .・m.t俊ヲて.
fかめ3という"'"のゅの -111のかぬを
d付制ftb，，""，otllr'加のように施設織に R九ιふさ~、

しS吋.， f'lJII-("で~~三望峰子、

それぞれの怠時~"A"("J.*しa う;.、，J. ~'=科、込

1 like .J\_~~[UO_. ， (概"・I・のかめの'1咽 2態柿1ft'

t liko .JIOmL-turtl四一 《概算吟噌かめの・1晴隅S)h1tff!)

I like Jho..JsrUo.吋.(.t'.tfJ.たbll.b淘ヲている，u，のかめ'械が11ft'
I Uke _Lho_，lurtle8_. (~/1.1.とも払blllヲている絢定の掬訟のかめがtfl!)

1 like _"'_l.urJ..lCL.，.. 帥ぬという縄鮒の偽物脚内》
どれも似しい突ですが.どの偽拘が11ftかという興問に，m..i'tt..fttl.'刷却の縄鯛
を符えるのが向通です.機舗を鴻ぺるとftl.ゼ0結局でしたね.ぞれ械舛の滋縄でIt.

どれむその隊織の・6・の'，1. .IIS}だ"を峨 1'1:11ることに11.*.てしまい~噌.随ヲて.

llt.満UJl.ll宅点 Jil:tφ11111ゐ働で唱.前開拘いたη....した均するとd...

likc _t附 1明)

と"ります.

ゼロ結倒と tho，R，開閉@の使い分付

1'， 6..のや人に・3いて縫ぺると ð. その縄銅~Itを拠調にしたいと tl1 i! o

lUlo4を俊"'.t1'.その縄問の・1・'>1ヲ. '!'ISt.い〈ヲかtl.1!.*1.とItどれか
"縄Zのbのという ζとを強制したいとft'.佃醜・.山・のいずれかを使い複
す.

4 
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練習問題I

A， some， zero冠詞の違いをイメージとしてとらえやすいよう絵と詩語表現を対応させた。

練習問題2

Zero冠認と someを対比することにより，クラス指示とその具体例に対する指示という違いを

確認する。

練習問題3

ある自的を達成するための言語表現を考える言語活動として取り入れた。

と
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う

鮒

総
8・拘開期s
T，1.tkl:l')ハヲイを続行ψです.それぞれの鳩婦で次のζ&を開いて<1::，い.

..( '.( 
tn (スー比一マー“ケットにnヲて》バパ4ヤc.即時的を施。ているかどうか.

0，( 

(:~rmlln 品川棚 IOerm附 ChillDse
KOU'lIn Frent"h 

tln/i〓_Swahili
Eu，lisb) 81.刷 Ii.h

刷|⑮

Gcr，附 n Chil加".. 
Korean 丹.""晶

rωt泊nSwahill 
En，Jish Spani.h 

e低

(2l 柑mにIiヲて》トラペラv ズ・チ179(lr.，.re山由ecll)t挽.(9ぬ》して
〈れるかどうか.

(1) 1t'.rUII句 .. 肘眠1風情1I01l'1l'

(1) Ir.ru倫'・"前回臨血L1.n臨時停

伺抽伽IIll'lktllfn-.JllncualC ~~ 
"肘開制沼

a向山ペ ジ"仰の l~mU4r.剛'"仰の慨い句 11 {t:'"与にして.:1:の ..b の ~"JI
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Bill? A Bill Smith? The Bill Smith?のノ'¥-ト

質問 l

学習者は毘有名詞をほとんど無意識にそして正しく使っている。無意識であるからこそ，正し

く使っているときとは，話し手と開き手の共有集合において，その名前で呼ばれるものがたった

1つの時であることを意識する必要があると思い，質問1を設定した。

質関2と3

A， theが圏有名詞と生起すること，そしてそのときの仏 theの意味が今まで学費したものと河

じであることを知ることをねらいとした。
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siII? ^ DiII Sinith? 1'he lIiII Smith? 

拘告はまた Tlto/loc1uvnll '11m由討のオフィスに色どり..す.

鶴賀民l¥が鈴則氏からO!1).tJlJ，.1とにこうmいました.

nm・"idholi民edyour.，Uele

調問t
，.， t.たは JJiII が胞かむかり去すか (p.20 で悔いた町民の事後の肥"~l1hlU
して〈ださい.)

ピ竺:
IInneが制民自民慢にnいました.

"̂回Smithphn鈴011)'ml lhl. morninlt 

質問2の解減

'JiUB"，i'hとIbたど"で.制自民純がだれのζ&かすぐbかると1l1?たら.Ann・l
IJ 1IiI'!;，"ithp偽剛.dy聞，M.，，，，，rnJ，，，.l:1tぅ8まずです.ねぎbe".をつ"たの'1.
似儀伎にIJmn Smi織が細かねからUいかむしれUいとA..・が均えていたととに
/.ります.で11，An制服t4.if.司!，臨んだのでし.t.?Il'_
aに111ll!Wゅの~の，?，というJl味が"りS院した.そこでA..・Uその aの
a崎竜随ヲ"{.Iどの人か11hから"いかもしれ/:い吋れど.rmllSmlthというf.織
の人々の中の6人aから屯舗がめ9ましたよ J~鱒農民に伝えたのです.

制1眼健'1nu.しげ似がらこうnいました.

'w刷ulerwho ha i. 

.Mtl~ 附11Smilh I‘側聞diedl.・‘'・.，

筑間3
こんどは IIlollillSmitAとなヲτぃ'"ず.認証11.1111阪.，1. BiIl Sm;t" JioJ 
Inlfty酬 dヒ慣れずに.明附DmSmilhlluωwといヲたのか.あなたの考えを
線いζ〈ださい.

i説'tlJ.1とのJ唱え

t.J.i! An旬。 11lJillSmilhに担問の"をつりたのでしaうか..1:どういう
'時間z

時使うのかを血川11し危がら勾えてみて〈定さい

1ゐ取たの勿~ I I 

i 
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冠詩体系の指導過程の仮説を，それぞれの質問，問題，練習問題のねらいが達成されたかどう

か分析することにより検証していく。また，教材構成の目標が達成されたかどうかも検討する。

4. 2. 1 r英語の程調が使えるようになろう その 1: the， a， someの鰭い分けJ
紫陽1-練習問題3にかけて授業が展開していく中で，学生が次のような知識の状態でこの授

業に取り組んでいることがわかってきた。

1)話調を使用する時は， r aはIつのときに使うJr theはそれとわかるとき，特定されてい
るとき使うjという規郎を適用する。

2) Theとcountとして使用された単数名調の組み合わせ (theflower. the carなど，以下 the十

count sg. Nと表す)の場合，数が明確ではないと考える O すなわち，その名調勾が指示す

る対象は，その発話の状況にはたった 1つしか存在していないことに気づいていない。その

ため，the flo悦 Tもaflowerもどちらも 1本の花を指示していることに気づかない。しかし一

方で， H屈しかないものには theをつけると考えている。

これらのことは学生遠の次のような発言からうかがえる。まず， r aは単数 1つの場合使うJ
については，

側 (練習問題3(1) Put the flower from the table into the vase， please.の解答中に)

Tl:あの， sさん，じゃ aは，かっこ 2(質問 1(2)のこと一筆者)， aが使ってるけど aは?
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どういう意味ある?

Sl:単数で1本

凶 (質問1全体)

A1 :ええとですね(うん)thεflowersは(うん)うんと，その花全部(うん)を意味してい

る，で aは摂定して一本，

凶 (練習開題3(4) John is a tallest boy in his class.) 

S i : aだと(うん)Johnはクラスに一人になってしまうから。

但し，全員がそうではなく aの使用が向種の他の存在を前提としていることを理解している学

生もいる。

倒 (練習問題3(3) I met a father of one of my friends this morning) 

H : a fatherだと父親を複数持っていることになるから

側 (練習問題3(4)) 

H:彼のクラスに l番背の高い子が何人かいてその内の一人がJohnということになっちゃう
から

また rtheはそれとわかるとき，特定されているとき使うJについては，

側 (練習開題3(2) Anne is the member of our basketball team) 

T1 :じゃあ， Sさん，このかっこ 2が正しい文章だとしたらどういうこと意味してるの?
Sl:メンバーが一人しかいない。

T2 :どうして?どうして theだとそうなの?

S 2 : the member，単数形でtheをつけて特定してしまうから。

同 (練習問題3(2)) 

T1 :もしね，かっこ 2みたいに theをつかったとしたらね，この文章はどういうことを雷っ

ているの?

A1 : theの， theだったらですかo

T2 :うん

(6秒)

A2 :ああ，う}ん，そのチームが有する，

T3 :もう， もう一戸，

A3 :えー，そ，そのチームって穣定している，

T4 :そのチーム，じゃない， the memberだも

A4:えー，そのメンバー，
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側 (練習問題3(3)) 

日1:ええと， a fatherだと父親を複数持っていることになるから thefatherにかえる。

T1 :うん，ええっと，どうして複数になりますか，ああっと，複数っていうか，護数持って

いることに

H2 :うーん， (18秒の開)特定してないから。

2)は，次の発言から明らかになる。

側 (練習問題3(1)) 

H1 :ああ，これだと花を何本花瓶に入れたらいいのかがわからないから，わからないo

T1 :わからない，ていうのはつまり， the flowerだと数がわからないってこと?

(2秒)

T2 :うん?

H2 :うん

T3 :うん， Sさん，その，変だという理由の方は?

Sl:うーん

( 5秒)

T4 :伺か書いてなかったっけ

S 2 : the flowersで花全体を指すようにするか， theをaにかえて単数にしないと明確ではな

しミO

T5 :うん，明確ではない，その数が?

S3:うん，花っていうのはわかるけど，

T6 :うん， the flowerっていうのは数がわからない

S4:うん，

学生達が1)や 2)のような知識の状態でいるということは， Iそれと特定されるとき theを

使うjという規則を与えながら，一方でなぜ「特定されているjと話し手や開き手がわかるのか

については，状況からわかるという程度にしか教えてこなかった従来の指導の不備の現れである

と考える。そのような教え方では 1合しかないという状況を見れば当然「それjとわかるので

the carと言えても，一方で同じ現象を言語表現から状況へと逆にたどる場合，つまり thecarが

どういう状況を表しているのかを間われた場合，そこに車は 1台だけしかないということがわか

らない。そのため， the十countsg. N は数が明確ではないと考えてしまう。

学生達の冠調に関するこのような認識が，授業プランの費関や練習開題などと相互作用し，授

業の展開とともにどのような認識に変化していったか，またどのような認識を生み出していった

かを考察してみたい。まず，1)で述べた laは1つのものに使うJという不完全な知識から出
発し，冠詞 Gの意味は，その名詞匂が指示する対象以外に詞種のものが存在することを前提とし

ているということに気づくまでのSさんの発言の変化をたどってみる。

Sさんは，質問1では aの意味を舗のようにまだ「単数で1本jと捉えている。練習問題3

(1)では， I theをaにかえて単数にしないと(数が)明確ではないJといい，the fl仰 'erとaflower
がどちらも l本であることには気づいていない(前掲倒)0 ここで，教師による Itheっていうの
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はだから全部って;いうことでしょ。で，単数でそれが全部っていうことは theflo悦 Tって言った

らその場には l本しかないことになるマしょjという説明の後，練習問題 3(2)のAnneis the 

m仰 tberof our basketball team.が正しい文章だとしたらどういうことを意味しているのかと聞か

れ，

。1)
Sl:メンバーがl人しかいない

T1 :どうして?どうして th巴だとそうなの?

S 2 : the member，単数形でtheをつけて特定してしまうから。

と答えている。抜然として l人しかいないことがわかる理出を「特定されているからjとしか表

現できないでいるが， theトcountsg. Nが指示するものの数が1つであることに気づいたと蓄え

よう O 練習問題3(3)では，

(32) 

T1 :どこカfおかしいと患った?

S 1 : 1 met a fatherのaをtheにかえる。

T2 :ううん，それは臨し方ね。 Afatherだとどうしておかしい?

S2:友達の中の1人のお父さんって香っているから，お父さんは，うーん，特定，特定って

いうか，決まっているから aではなくてめれ

と言っている。ここでSさんは，なぜ品fatherではおかしいのかを述べるために，手持ちの「品

は1つのものに使う」という規則を使うことはできない。なぜなら，友達のお父さんは 1人なの

で afatherはその規則に違反していないからだ。さらに，前の問題で thememberが1人を指示

していることに気づいたので，the fatherもιfatherも 1人を指し示しているという点では問じ

ことになってしまい，この時点で，the fatherとafatherの違いは何なのかという疑問が起こって

いると考える。しかしその答えがないため，ここでは手持ちの f特定されているJという表現を

使っている。

その直後，同じ開題で， Hさんが，伺で引用したように 1a fatherだと父親を複数持っている
ことになるからJと答える。そしてそのすぐ後の練習問題 3(4)で， Sさんは]ohnis a tallest boy 
in his classのおかしさを聞かれて， 1 a tallest boyだと tallest一番の人がいっぱいいる，何人かい

るJと答えるのである O この発言から， Sさんは Gが「同種の他のものの存在を前提としたひと
つjという意味を持つことに気がついたと考えることができる。その後の練習問題 3(6)で，1 

met the professor of my college this morn的gのおかしさを「一人だけじゃないから，その大学にいるj

と答えているのは， the十countsg Nとa十countsg Nが指し示すものの違いを理解した結果であ

ろう。その後も一貫して Gの意味をこのように捉えて aの用法を説明している O

Aさんは，質問1では「品は限定して l本J，練習問題3(1)では，the flowerがおかしい理由を
開かれて， 1あ，おかしい理由ですね。ええと，いや 1本だ、ったら aにすればいいJと答えて
いる。ところがその直後に， 11本で theだ‘ったらどうしてだめなの?Jと先生に聞かれ，



制)

Al:ええと，うーん，いい
Tl:いい?

A2 :ええ? (4秒の詩)あ，単数
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と答えている。 theflowerは名詞が単数だから， ιβowerと同じように指示対象は l本であること

に気づいたのである。さらに練習問題3(3)のHさんの発蓄(前掲僻)を経た練習開題3(6)/ met 

the professor of my college this morning.でAさんは，なぜ theをGに直すのかを聞かれて rprofessor 
は1人ではないからJと述べているが，これは theprofessorがl人を表すという認識と， Hさん

の発言から得た aは同種の他のものの存在を前提としたひとつという認識が結びついた結果で

あると考えられる。

この分析から，学生達が自分たちの持つ aの意味に関する知識の不適切さに気づき，本来の意

味を獲得していくのは， the + count sg Nが1つのものを指示していることに気づくこと，すな

わち 2)の知識状態が変化することが前提となっていることがわかる。そしてこの変化は the十

count sg Nとa+countsg Nが対比されることがきっかけとなって起こっている。このことは，

lつ1つの冠認の意味をその都度ぱらぱらに積み上げていくという教え方では，冠詞の本当の意

味を理解することはできないことを示すと問時に，結詞の教育内容を体系的に構成する意義を明

らかにしているのである。

このように aの意味が理解されていったのに対し，theの意味の方は授業プランが意関してい

たようには展開しなかった。質問 1は， (1)の theが複数名詞と生超する例によって， rそこにあ
るすべてを指示するJをいう意味を発見し，それがw品terのような massの場合も， carのような

単数の場合にも同様に適用されることを示すことを意図したのだが，学生達がもっ r1つであれ
ばそれとわかるので theを使うJという知識状態と相互作用することによって，単数のときはそ
の知識が適用され，捜数や massの場合に theが「全部jの意味を持っと考えたようである。こ

のことは，質問 1でtheの意味を「その花全部jと答えることができたり，複数形式と massだ

けを扱った練習問題1，2 (the coffee， the cups， the books)は全員が正解している一方で，側や舗

にみられるように，練習問題3の(3)に杢つでもまだ、the十countsg Nの用法を「特定されているj

という表現で説明しようとしていることから推測される。

質問Iによって，上に述べたような誤解を学生たちに与えてしまった理由を考え，改善の方向

性を探ってみたい。誤解の原因は，学生達が持っている冠詞の知識と質問 1のねらいとを対応、づ

けられなかったことである。質問 1は，学生たちが持っている「それとわかるとき theを使うJ
という，それ自体は正しい知識を出発点とし，複数や massの例を見ることによって 1つなら

それとわかるから theを使うのではなく，すべてを指し示すから theなのだと気づくことをねら

いとして構成した。しかし学生逮は，質問 1の(1)-(3)や(4)-(5)を見て，自分が持っている知識と

は別に何かを教えられていると患い，the Iま名調が複数や massの時に「全部jという意味をも

っと捉えてしまったのだと思う。言い換えれば，名認が複数及びmassのときの theと単数の時

のtheを別々なものと思ってしまったようだ。

授業が進んでいってもその誤解がなかなか訂正されなかったのは，費問 lで「すべてjの大き

さを決定するもとになる集合を意識させることができなかったのが原因と考える。Theβ加Jersが，

4本ある花のうちの4本全部，the car'が1台ある車のうちの 1台全部であることが十分に示せ
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なかったため，いつまでも誤解を持ち続けたまま授業が進んでしまった。

では，授業プランをどのように改訂することにより，これらの問題を解決することができるの

だろうか。費問 1は，指示対象が1つだから特定されているとすることが，theの使用規則とし

ては不十分であることを学習者が認識できるような構成にしなければならない。そのために質問

1で，冠調の対比 Ctheflo悦 rsに対し someflowers， a floweゆだけではなく，名詞の数の対比も取
り入れる必要がある O そうすると寅筒 lは，まず名訴が複数の場合のすべて対一部，すなわち

the flowersとsomeflowersを対比する。そして aflower は，この授業フ。ランのように theflowersや

so慨 β仰 ersと対比するのではなく，単数名詞である theflowerと対比するのが適当と考える。こ

のことにより，a f，β10仰ω脚6灯r(複数本のうちの 1本)と thef，βlow政I1肝4

なる O 従つて，共起する名調の種類は，現行の複数→mass-ゅ単数の}I慎序ではなく， countで捜数

と単数の場合→massとなるだろう。解説で，総体の大きさを決めるもとになる集合を意識でき

るような囲を取り入れることにより，名詞が棲数の場合も単数の場合も theの意味「すべてを指

示Jは同じであることを示すことができるようにしたい。

質問2-質問5，練習開題4-6についての学生たちの発言を分析して，次のことがわかった。

1)話し手と聞き手の共有集合がどのように組織されたかを提示するのにより適切な順序は，

この授業プランで、行った，藍接的な場関または後遺修飾の前鷺詞勾による醤語的文脈→広範

な場面→言語的文脈のうち連想によるもの，ではなく，直接的な場面または後置修飾の前置

調勾による言語的文脹→言語的文脈→広範な場面ではないかということ。

2)共有集合の重要性の認識のためには，theと同じように定名詞匂に生起する my，yourなど

の所有代名詞や this，thatなどの指示詞の体系と対比されることが必要ではないかというこ

と。

2 )について少し詳しく述べてみたい。この授業プランでは，theを含む名詞勾の指示対象が

開き手にもそれとわかるのはなぜかということを扱った。話し手が theを用いて指示しているも

のは，話し手と聞き手の共有集合の中にある該当するものすべてであるから開き手にもそれとわ

かるのであり，そのことが theの意味であるとした。ところが角度を変えてみれば，theはその

ことだけしか開き手に伝えていないのであって，その指示対象がどれかについては全く手がかり

を提供していない(安井1978:206)。この角度から見た theの意味カ宝授業プランには反映されて

いなかった。そのため，学生遣は次のような関連いをすることになった。

(a) Theを含む名詞句による指示対象が何かを求めて，当該名詞句の後にくる情報まで利用

してしまう(練習問題5(3) The oil is 介vmIndonesia.の場合)。

(b) 不適切な theの使用を，語用論的推論をはたらかせて何とか解釈しようとする(練習間

題4(7) the catsをmycaおの意味とするなど)。

The は指示対象がどれかについて全く手がかりを与えていないということを教えるには，開き

手に指示対象がどれかわかるという点で共通の特徴をもっ所有代名詞や指示詞と theがどう違っ
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ているのかを指導過程に組み込んでいくことが必要だろう。

以上のことを含めて，質問，練習問題に則して学生の発言を見ていきたい。

質問2の分析

学生達は themayorがどの町の仰のorであるかはわかるが，なぜわかるのかの説明に一様に苦

労していた。これは，今までこのような弼いかけがなされたことがなかったので，何を答えてい

いのかわからなかったのかもしれない。学生の発言の内容は次の 3つに分類される。 Themayor 

がRockwallの町長だとわかる根拠を，

a)事態に注目:その事故と Rockwallの関連性から説明しようとする。

「事故にあったのは Rockwallの人で，その町で働いていて，theであることでその跨って

いうことにJ(Si) 

f事故が町役場の近くで超きているから町の人間J(蕊)

b)話し手に求める。

r mayorっていえば， f也の町の人とかつけ加えていないから，通常は自分の町の中の人
のことを示すJ(S) 

c) theは「それとわかるときに使うJという規制に求める。

rtheだから地元，何ていうか，だから theでもわかるだろうって感じJ(A) 

共通して言えることは，話し手や事態にはi主意を向けるが，聞き手という要閣がでてこないと

いうことである。このことは予想していたので，質問2の解説では， rあなたJという表現を何
度も使い(例えば， rあなたは themayorと問いただけでJr 2つのことをあなたが知っているか
らですJrあなたと編集長が会話をしている場所jのように)，学習者自身が開き手であり，その
開き手である学習者が何をもとにして the伽 :yorを解釈しているのかを述べようとしたが，これ

は学習者がどの程度このストーリーの禁場人物として自分をアメリカでホームスティしている

「あなたjに重ね合わせているかに依存する。質開 5の分析で述べるが，この授業では重ね合わ

せはあまり成功していない。

ただ解説の後の問題1で，ひとりだけ打そこにあるものすべてjのあてはまる場所が自分は

Roc加!allだと思っているが，友達の“そこ"はサンフランシスコなのでJ(S)のように，開き手

としての友達の背景的知識に書及している発言があった。

質問3の分析

The windowsが編集長の車の窓であることとその理由は全員難なく答えることができる

で，the sceneの方は，何の現場かという費問に対し rRoc抑allJ(A)という答があった。これは

向じ連想的用法でも mycar-the windowsのように f全体と部分jという関係がある場合と an

accident-the sceneのようにそうではない場合とでは連想の容易さに差があることを示している。

さらに，

例 (Quirket al. 1985 : 268) 
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They got married in grand stylt主主三亙且生 worea long brocade dress， and th巴bridesmaids

wore pink taffeta. 

のように連想の引き金になるのが名詞ではなく動詩句である場合もある。連想的用法は連想、関係

の特徴によっていくつかに分類した上で，代表的なものをいくつか扱う必要があると思われる6)。

質問 2と3の学主主の反応から，言語的文脈によって構成される共有集合の方が，場面によって

構成される共有集合より手がかりが明確で理解しやすいことがわかった。共有集合とは侭で，ど

のように構成されるのかを教えていく際には，この設業プランでの!II貫序ではなく，言語的文脈→

場調へと進んでいく方が自然かもしれない。この}II買序は，実際に theが使用された時，聞き手が

その指示対象を見つけようとする先には優先順位があり，まず直前までの会話の内容，次に直接

的な場面，どちらもない場合はより広範な場面であるとする Cruse(1980: 312)の指摘にも合

致する。

質問4の分析

(35) 

なぜ thewitness， the witnessesといわないのかという間いに対し，

Hol:ええと，その現場の(うん)日撃者の内の(うん)ひとりでもいいから見つけておいでつ

て

Tl:ううんと，ひとりでもいいから見つけられる，から aを使ったということ?

H02 :うん，見つけ，ひとりでもいい，

T2 :うん，ひとりでもいいからってこと?うん，ええ，うん， じゃあそれはそれとして， the 

witnessとかthewitnessesと言ったらどういうことになっちゃうの?

日03:だったらけん)ぜん，全部?うん)一部じゃなくて

T3 ;うん，全部

H04 :目撃者を，全部，徹底的っていうか隅から隅までけん)知ってる人全員(うん)のこ

とかなあと，思ってって

T4:で，そう言わなかったのはなぜでしょう 0
H05 :う，うーん，ちょっと不可能だから

など，その事故の目撃者という集合を考え，指示対象はそのすべてではないので theを使うのは

不適切だ(すべてではない根拠は正しいとはいえないが)，だからその中の 1人という意味の ι

を使うという発言もあり，ここまで学習してきた theとGの使い分けを適用しようとしているこ

とがわかる。一方で単に誰が目撃者かわかっていないから ιだとだけ考え，話し手と聞き手の共

有集合に注意を向けていない学生もいる。

質問 5の分析

「ええと，the， theだったら前後に手がかりになるものがないし， 1台の車を目撃したからJ(日0)

のように，指示対象を探すために雷語的文脈に手がかりを求め，そこで見つからなかったことを

根拠に theの不適切さを説明し，かつ someではなく aが使われる理由も述べている点で the，a 
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の用法の理解を示している発言が見られる。この問題は，話し手にはどれかわかっているが聞き

手にはどれかわからないという例であり，聞き手を意識した発言を予想していたが，明示的に述

べたのは 1人だけで，あとは ra carが事故の車かどうかわからないJなどであった。質問 2か
らずっと「あなたがわかるのはなぜ、かJという表現で、質問や解説を作っているのだが，あなた=

開き手として震き換えられていない。この点も改善しなければならないだろう。

練習問題4と5の分析

この2つの練習問題では，同じ要閣による間違いと思われる発言があったので，まとめて扱う O

練習問題4で学生の聞で意見が分かれたのは， (2) Could you tell me where the bank is?と(7)Did

you see the cats?であった。 (2)の答は 3つに分かれ，それぞれ刊しi焼の銀行J，r近くにある日本
の銀行J，どの銀行かわからないである。 3つめの答が最も正しく，質問 1で、扱った総体への指

示をも考慮したものであると考える。一方2つめの答は，札幌には銀狩がたくさんあるからほん

とうは theは不適であることを承知しながらも，なぜ、この状況で外国人がこのようなことを開い

たのかを考え，外題人の観光客なら銀行の用事はせいぜい両替などであろう→従って特定の銀行

を念頭においているわけではない→故にどの銀行でも最も近い銀行であればよいという語用論的

推論を行っていると考える O このような推論はネイテイブ・スピーカーも行い， (2)のthebankを

必ずしも不適切としないようである。

問題は，(7)に対しでも同様の語用論的推論が駆使されていることである。通りで見知らぬ人が

いきなり Didyou see the cats?と聞くのは，猶を探しているからである→知らない人にまで声を

かけているということはどうしても見つけたい識だ→それはその人の餌い猶である，のような推

論が作用し 3人が「その人の猫Jだと答えている。このことは次の抜粋で示される。

。。
Al:知らない人の猫

Tl:その知らない人の猫，きみ知らない人の猫，どの猫かわかるの?

A2 :うーん，知らないけど(うん)こう，

T2 :あ，だけどその人の猫だっていうことはわかるってこと?

A3 :ぼくの諭知らないっていわれて，こうこうこういう猫知らないっていわれたら(うん)

答える(ああ)

T3 :回答例を配ります。絶対の正解ではありません。(配る)

A4 :ええ?なんでえ?

T4:ああ，このかっこ7は， Aさん納得いかない?
A5 :うん

T5 :うん，だってその人の猫のことだってわかるじゃないって感じ?

A6 :うん

T6 :うん，

A7 :猫知らない?っていわれたら(うん)

(開き取り不能)

T7 :うん，うん，そう，いや，そういう考え方もあるかもしれないんだけど，
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練習問題4(7)でこのような諾用論的推論がはたらいたのは，上の2)(p. 56)で述べたように，

theそのものはあくまでも場面や文脈を探せば指示対象が見つかると話し手が判断しているとい

うことを伝えているだけであって，実際それがどれであるかについては全く手がかりを提供しな

い(安井1978: 206， 215)ことを，この授業プランが明らかにしていなかったためと考える。そ

の'ため学生は theが使用されると，指示対象がわかるはずだと考え，場面や文脈に手がかりがな

くても，なんとか見つけようと語用論的推論をはたらかせたのではないか。

練習問題5では， (3) The oil is 介'omlndo附 sia.で6人中 5人がどのオイルかわかる(従って the

の使用を適切)とし，それは「インドネシアから来たオイルjだと述べた。これは，発話を

linearに処理することに慎れていないため，ずっと後にでてきた'情報を前にたちもどって利用す

ることを奇妙に思わなかったことが一国と考える。しかし，なぜそのようなことをしたのかは，

やはり練習問題4(7)と同じで，the はどの oilかについては産接には何も手がかりを提供していな

いことを理解していないため，無理に探そうとしたのではないだろうか。

Theが，あくまでも場面や文脹を探せば指示対象が見つかると話し手が判断しているというこ

とを伝えているだけであって，実際それがどれであるかについては全く手がかりを提供しないこ

とを教えためにはどうしたらよいのだろうか。すでに述べたように，それを含む名詞匂の指示対

象が聞き手にもわかるという話し手の判断を伝える機能を持つ所有代名詩や指示詞の体系と the

を対比し，前者はそれ自体の意味によって指示対象がどれかを特定するのに対し，theは場面や

文脈を16'、要とすることを示すことが必要と思われる。

練習問題 5(8) 1 bought the watch made in S問tzerlandでは，全員がどの時計かわかるとし，the 

が不適切であると答えた学生はいなかった。スイスで作られた時計という集合の大きさに注目で

きなかったことが簡違いの原閣である。これは冠詞の指導の課題であると同時に，名詞匂内の後

置修飾句の指導も関連しているのではないだろうか。練習問題 5(8)は，名詞勾内の後置修飾勾と

冠詞の選択を悲認の指導の中でとりあげる必要性だけでなく，他の文法下位体系との関連性の課

題も示したと考える。

応用問題の分析

。ヵ

まず学生たちの発言を引用する。

T1 :ええと， Hoさんは?

Ho1 :.太陽と月は(うん) 1つしかない(うん)theっていう

す2:じゃあ邑 sunとか amoonという雷い方は?

( 2秒)

Ho2 :うん，木星人とかけん)からしたら蓄える

T3 :木星人からしたら言える。どうして7

Ho3 :木患のまわりに，いろんな星があって(うん)そのうちのひとつが月とか，

T4:ああ，なるほどな，木星のまわりに，あ，そうか，これ星に見えるんだな

( 2行省略)

Y1 :太陽や月は 1つずつしかないから

T5 :あ，そうか，それはみんな同じだよな，じゃあ asunとか amoonという言い方は?
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Y2 :木星人は(うん)千年前は，月が一つじゃなくて，いくつかの月のうちの1つだったか

ら

(4行省略)

T6: Sさんは?

S1:地球では(うん)，太陽とか月は 1つしかないからけん)必ずthe(うん)使うけど(う

ん)けど， (けど)，この写真見る限り，写真，絵を見る操りでは(うん)木星のまわりに，

これ月?なんですか

T8 :はい丹なんです，それ最初に言えばよかった，あ，でもそれ言ったらほとんど答えいっ

ちゃってる，あの(じゃ)，これ見て判断してほしかった(うーん)， うん

S2:月はいっぱいあったん，でしょうね，笑い
T9 :うん，木星のまわりには月がいっぱいあるよう，あったんですね。そうなんですよ，じゃ

あ， Hさん

百1:地球から見て，私たちが知ってる太揚と丹は lつしかないから(うん)theを使って(う

ん)，木星のように何個も月を持ってる場合で(うん)，その中の 1っと言いたい時はaを使っ

これらの発言からわかるように，地球以外の場面を想、定したならそこに存在する moonの数も

変わり，それに伴って theやaの選択も変わってくることに気づき，またそれを言葉で表現して

いる。 Amoo似品 sunという言い方はしないと答えた 2人の学生も，その理由は rtheをつけるの

は月や太陽は1傭しかないからで，aをつけるとたくさんあるうちの1つという意味になるJ(A)， 

「太陽や月は基本的に lつしかないので theをつける o aを使うと，いくつかあるうちの 1つの

という意味になるからJ(si)というものであり 2人とも theやG を伴うとどのような意味にな

るかは理解しているのだが，プリントにのせたとントの英文と絵から，地球以外では月が複数あ

る場合もあること，すなわち場閣がかわればそこに存在する moo恨の数もかわってくることに気

づかなかったようである。

学生たちは，単に特定のものには theをつけるとか 1つのものには Gをつけるというばらば

らで不十分な規則からぬけだし，話詞の選択には，総体への指示かどうかという基準，そしてそ

の総体の大きさを決定するため，場面や言語的文紙によって組織される話し手と開き手の共有集

合の存在の 2つを考慮する必要があることを理解したのではないかと考える。

4蘭 2. 2 r英語の窺簡が寵えるようになろう:その2 見えなくて間こえない冠詞j
質問 lの分析

Zero冠詞の導入とクラスへの指示という意味の理解が呂的で，次の抜粋からも仏 so附 ，theに

は数最的な限定があり， zero冠詞にはそれがないことに気づいていることがわかる。特に全体

と偶人という表現は，クラスとその具体例に栢当する。この導入は適切だ、ったといえる。

(38) 

T1:Aさんは?

A1 :眼定してないですべての女性とか男性という意味

T2 :うんと，臨定してないですべての女性とか男性という意味...Siさんは?
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Si1 : aとか someとか theを使うと，そこにある物として限定されてしまうので，どのくらい

の人数が使うかトイレはわからないからっけない。

T3 :ああそうか，やっぱりそこにいるものに限定されてしまうから。ええ， sさん
S 1 : womenは全体，個人ではなく全体を指すので、っけない。

T4:ええと全体を指してつける，から何をつけないの?

S2:aとかtheとかをつけない。

T5 :うん， Hさんは，

日1: aとかtheをつけると，範囲を指定しまうから，

T6 :ううん，なるほど。ええと，まあいろんなのでてきました。

また the，仏 so仰の学習を終えた後でそれらを zero冠詞と対比したことが， zero冠詞の理解

を確かなものにしたと考える。「今日習ったのは，今までの復曹と言った感じだ、ったので，やり

やすかったですJ(A)という感想文は，このような願序が学生にとっても安心できるものであっ

たことを表している O

練習問題2での so胸間menとwomenの違いも全員が言葉で表現できた。練習開題3は問題文

に不備があり ((2)換金してくれるかどうか，ではなく換金しているかどうかでなければ種鎖を問

題にする名詩句が使われることにはならない)，訂正が必要である。

Bil1? A Bill Smith? The Bill Smith?のパート

紫開 1

この質問は rthe， a， someの捜い分けjで使ったストーリーの続きとして設定したのだが，つ
ながりをうまく提示していないため，質問のねらい，爵有名詞を使うためには自分と会話の相手

の両方がその名前の人物を知っていることが条件であることを意識化する，を全く達成できな

かった。

繋間2

(39) 

集。

質関lが不備だったにもかからわず，

Y 1 : Bill Smith iJ¥ 
Tl:うん，

Y2:Anneがだれかわからなかったから。

T2 : Anneがだれかわからない。だからつける。

Y3 :うん

T3 :どうして a?

Y4:うん， Billって名請の人はいっぱいいで，その中で，その中のひとりの BillSmithだから。

Hl: AnneがBillSmithという人を知らなかったから BillSmithという名前の人のうちの一人

から電話が来たという意味で使った。
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のように，正しく用法を説明している。これは品の意味を理解しでさえいれば，間有名調と生起

する場合を取り立てて教える必要はないということかもしれない。

解説では「編集長がBillSmithのことをわからないjとしか書いていないが， (39~O)の学生の発

言にあるように，Anneにとって知らない人ということもあるので，誤解のないように書き換え

が必要である O

質関3の分析

「自分(編集長)の知っている BillSmithのことだからJ(Si， Y， A) r編集長が知っている Bill
Smithはただl人だからJ(H)のように，theを使う意味がない答ばかりだ、ったのは，質問1の失

敗のせいである O

授業プランの中でもっとも不婦だ、ったのが，このパートの費問 1-3である。ここでのねらい

は，閤有名詞も a，theと生超し，その場合は既に学習した Gやtheの意味が同じように適用され

ていることを示すことであるので，根本的な開題として，はたしてこのようなパートを授業プラ

ンの中に独立して設ける必要があるかどうかを関わなければならない。質問2の分析が示してい

ることは，むしろ the，aの意味を学習する部門の l例として取り上げるのが適切かもしれないと

いうことである。もし独立したパートとするなら， null冠詞という用語はもちいなくても，その

指示対象は開き手と話し手の共有集合にたった 1つだけ存在するという null冠詞の意味が教え

られるように提示しなくてはならないだろう。それを行わずに，固有名詞の用法に関して学習者

の持つ暗黙の知識を前提にして，a， theとの用法と対比しようとしたのが失敗の原因と考える。

4. 2. 3 教材構成について

以下の3点を目標として教材構成を行った。

1.外国語といえども，学習者自らが規期を発見し，検証することによって学習課題を習得でき

ることように構成する。

2.いったん規賠としてまとめた後でも，角度を変えた問題を与えることによって，その規則の

意味を多面的に捉え，認識をより確屈としたものにしていけるよう構成する。

3. 自ら発見した規則を言語運用の際に適用してみよう，この規出は運用の際使えるという気持

ちをもてるようにする。

目標lが実現できたのは， r見えなくて聞こえない冠調Jの質問 1である。ここでは与えられ
た絵を参考に全員がthe，a， someとzero冠詞の違いを発見し，その後の練習問題を自ら発見した

冠謂の意味を用いて答えることができた。感想文でこの問題にふれて f普段仰げなく使っていた

“WOMEN"(手)というトイレが「しゆるいjであるとは知りませんでした。楽しかったです。J
と述べているものがあるが，外国語でも意味や規則を発見することができることを感じてもらえ

たのではないかと思う。

r the， a， someの使い分けjの質問 1から練習問題3にかけて，学生たちの品の意味の認識が授
業の展開に伴い変化したのは教材構成の呂標2が関与していると考える。費問 1の段階では ra
はlつのものに使うJという自分の既存知識から抜け出せずにいる学生たちも aの意味を質問

1 (2)の「いくつかあるうちの 1つjという側面からだけでなく， raを使うということは他にも
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悶種のものが存在していることになるjことや「たった lつしか存在していない場合はaは使わ

ないJなど別の側面に注目させることにより，最終的に自分の言葉で aの用法を説明できるよう

になった。

最後目標3については，感想文から判断するのが適当である。

r a， somιtheの使い方が，わかりやすくて，理解できました。でもゆっくり，よくよく考える
とわかるんですけど，まだパッと aはコレ，theはコレ，という様にはいかない感じですJ(Ho) 

「使いわけがびみようなことで、ちがってくるので，むづかしかったです。初め，全然わからなかっ

た。Jr諮問の『そのはより，わかりやすかった気がしましたο でも，ちょっとむずかしい使い
わけだと思ったJ(Y) 

「使いわけるのはむずかしいですJ(Si) 

6人中3人が，実際に使いわけができるかどうかということに不安を感じている。冠調の意味

や使いわけの規則はわかったが，それを言語使用において適用できるかどうかは自身がないとい

うのが正直な気持ちだろう。これはむしろ当然のことと受けとめている。 The，a， someの使い分

けに関する「第2のきまりjはきわめて語用論的であり，特に発話の場面が手がかりとなる場合，

言語的な助けは何もない。ただその状況で相手が何を知っている，または知りうるのかを，物理

的手がかりと相手の背景的知識を想定することによって判断しなくてはならない。背景的知識に

は文化的社会的知識も含まれていて判断をむずかしくしている。

また zero冠認と someの選択も，種棋に焦点をおくか数量的なものに焦点をおくかの違いとし

たが，それが常に話し手の選択に委ねられているわけではなく，ある場合は種類に焦点をおくこ

としかできない場合もあり，その都度話し手が言語的，非言語的要国を考議して判断しなければ

ならない。学生たちが，使い分けは実擦にはむずかしいと感じたのは，冠詞の使用に関してこれ

らのことを常に考癒しなくてはならないことを理解したからともいえる。ただ授業プランの中で，

学習したことを言語使用の具体的場面に適用してみる言語活動がほとんと与なかったことが，学生

たちにこのような不安をもたせてしまったー顕であると考えるの。

文法の知識の形成の一端を担うこのプランが最低限しなくてはならないことは，個々の冠詞の

ほとんどの用法を貫いている意味と，冠詞の使用の際に判断しなければならない最も基本的な語

用論的要因を教え，その知識を具体的な言語使用の断片に適用してみることである。その結果，

学習者はそれぞれの冠詞を使った場合どのような意味を開き手に缶えていることになるのか，ま

た聞き手として，話し手がどのような意味を伝えているのか解釈できるようになるし，自らが冠

詩を使用するとき最低賎どのような要因に、注意を払い判断をしなければならないのかを知ってい

ることになる。その判断をより適切に，またより迅速に下すことができるようになるかどうかは，

英語教育カリキュラムの別の領域，すなわち言語活動の領域に委ねられるだろう。この点から考

えると，次の感想文の内容は，課題を残しつつもこの授業プランが学生たちのこれからの冠詞の

使用を発展させる足がかりを作ったといえるだろう。

f話諮はむずかしかったです。使い方によってこんなに意味がちがってくるものだとは患って

いませんでした。もっと気をつけて使わなければならないのだと患いました。J(Si) 

「今まで，冠謁とかには，あまりふかく関心を持っていなかったけど，今岡勉強してすごくく

わしく冠詞がわかった。奥がふかいなーと思いました。これから冠認を使うときは，少し考えて

正しい冠詞を使いたいです。J(A) 
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「自分が思ってた aとtheの使い分けとは全然違いました。J(Y) 

「わかりやすい。今まで何となく分かつたような気になっていた部分をしっかりと学習しなおす

いい機会になったと思います。J(S) 

最後に，現在の中等教育における英語教育では，教授者にも学習者にも人気のない冠詞である

が，本プランのような教育内容と教材構成をもって取り立てて行うことが生徒達に受け入れられ

るであろうことを，次の感想文を引用することで示めすことができるのではないかと思う。

fすごく解りやすくて理解しやすい。難しい英語で書かれたテキストよりず、っと良い。

英文法は苦手で嫌いだけど楽しく授業を受ける事が出来たと患います。J(S) 

「今まで冠調をくわしく勉強したことがなく，冠詞を使うときはいつもあやふやでした。

でも，このプリントを使ってべんきょうするのは，とてもわかりやすかったです。 中学生ぐ

らいの持にこれぐらいくわしく勉強できていれば良かったと思いました。J(託)

まとめと今後の課題

本稿では，英語の冠詞体系の指導過程に関する仮説を授業プランに具体化し，それを実験授業

によって検証することを試みた。授業結果の分析からいくつかの間題点と積極性が明らかになっ

た。問題点は，授業プランの費問の構成が，学習者がすでに内在化している話調の使用の規則と

かみ合っていないものがあったこと，また共有集合を組織する要因の提示JIIJ{序や内容に改善すべ

きところがあること，また theは単に場面や文蹴を探せば指示対象がどれかわかることを標示し

ているにすぎないことを， f也の設定認と対比しながら教えていないことなどである。

積板的な面は aの意味が理解されるには the十countsg Nの理解が深く関わっていることを

明らかにし (fthe，a， someの使い分けjの質問 1から練習問題3の分析から)，また zero冠詞は

the， a， someの理解を前提にすれば容易に理解されることを示すことによって，冠詞を体系とし

て教えることの必要性と意義を確認したことである。

目下の課題は，実験授業で明らかになった教材構成の問題点を改善して，高校生を対象にした

授業プランをつくることである。本稿で述べた指導過程の依説を短大だけでなく高校でも検証し，

中等教育における諸課体系の指導過程に積極的な提案をすることを目指している。

また，今回扱えなかった， null結認や theの他の用法をも含めんだ冠詞体系の第2段婚の指導

過程を構築し，冠詞の体系金体の指導過程を完成させることも急務である。そこでは，1 take the 

bus/the subway， 1 play the pia聞が theを使用するのはなぜかなども扱われることになるだろう。

冠調体系の指導の全体を明らかにすることにより，関連する他の文法カテゴ1)ー，例えば数の対

立， count/massの対立，他の限定詞の体系，名謂匂の後置修飾の機能と構造，総称、的表現など

の教育内容との関係も明らかになり，それによって文法体系の教育内容編成に何らかの貢献がで

きるのではないかと考えている O
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註

1)大西・マクベイ(1998)では「決まり方Jを4つに分けているが， ~春本的に (1995) と違いはない。

2) rある名認が何をさしているかが相手にわかっていると思うとき使われるJCiE保1996:39)，r特定されるよ
うになり， T裂 (theを伴う名詞匂のこと)が必要になるJ(小泉1989: 56)， r a specific object (特定の人物，
場所，動物，ものなど)について話すとき，諮り手が，どちらのもの (whichobject)について述べているのが，

開き手にとって明白な場合には t仰を使うJ(ロス・ロス1988:146)など。

3 )αωndowを-locatableする事もできるが，務用論的考慮によりふつうは十locatableと解釈される (Hawkins

1991 : 427-8)。

4)但し， ιsomeは，何らかの誇用論的要図が作用しない限り，ふつうはーinclusiveの値をとる。

5) Null冠詞はこの段階で導入するよりも，むしろこの後の-Limited extensivityでの定性の対立ではじめて導

入する方が特性がはっきりして適切と思われる。

6) 日本入学生の冠詞の使潟の特徴を明らかにした研究において，日本入学習者にとって逮想的用法による the

の使用はさほど容易ではないことが指摘されている (Yamadaand Matsuura 1982: 60， Komiya 1998: 103)。

7) r the， a， someの使い分け」練習問題6をこの言語活動として作ったのだが，時間の都合上新開記事を全部著書
くことはできず，冠認を含む部分を穴埋めする形式になってしまったので，使ってみたという実感は無かった

かもしれない。
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